
令和7年度
「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」中間報告

脳波による更年期判定AIを用いた更年期症状の
早期発見・早期予防介入サービスの実証

代表団体：国立大学法人大阪大学
参加団体：PGV株式会社
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背景：更年期症状は本人・企業の課題だが対策できていない

更年期女性の離職は経営における大きな課題
しかし、対策はほとんど講じられていない

・症状の軽視
・知識不足
・相談のしづらさ

医療機関受診の目安である
更年期スコア（SMI）が51点以上の人1）

20％

医療機関を受診して
診断のついた人1）

9.1％

更年期症状の診断はほとんどが自己申告

大きなギャップ

更年期症状による経済損失2）

1.9兆円
1）厚生労働省.「更年期症状・障害に関する意識調査基本集計結果」.2022年7月
2） 経済産業省.「女性特有の健康課題による経済損失の試算と健康経営の必要性について」.2024年2月
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働く女性が抱える更年期症状を、睡眠データに基づく客観的な評価と専門的な支援によって早期
に発見し、健康課題への気づきと適切な対処行動を促す仕組みを社会実装すること。

「医師のカウンセリング」と「気づき」を提供
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※生活改善行動、更年期症状・睡眠の質再評価は医師による

生活改善が必要な対象者のみの実施になります
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睡眠脳波解析と医師カウンセリングを組み合わせた更年期支援モデルの実証を通じて、働き方の
改善・健康リテラシー向上・医療受診行動の促進・更年期症状の改善が一定の割合で得られるこ
とを検証する。

目的

目標
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実施体制：大阪大学 産科学婦人科教室

・更年期症状を有する女性に
特有の睡眠パターンがあることを報告

・睡眠時の脳波データから簡略更年期指数
（SMI）およびうつ症状の指標に基づいて更年期
障害を判定するAIも開発。

※日本女性医学学会 優秀演題賞受賞

本事業代表者：澤田健二郎

日本産科婦人科学会の専門医・指導医、かつ日本女性医学学会女性ヘルスケア専門医・指導医で
もあり、更年期診療の専門家
これまでにAMED研究などの臨床研究の経験も有しており、
本研究においても専門家の立場から研究計画を監修
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大阪大学発のBrain Tech ベンチャー

実施体制：PGV株式会社

アカデミア・専門家との共同開発による脳波解析AI

【MCI・認知症】 健常群 vs 疾患群（MCIもしくは認知症）の2値分類モデル
ROC-AUC 0.875, 感度: 82.6 % , 特異度: 80.4 %

【睡眠】 20～50歳代の男女を対象にモデル構築
Accuracy（正確度）：0.86（Wake 0.84、REM 0.88、N1/N2 0.86、N3 0.84 ）

利用シーンを選ばない脳波計
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実証全体の体制は以下の通り。

実施体制：その他

協力団体（実証先）
損害保険ジャパン株式会社

（大阪）

協力団体（実証先）
株式会社ファムメディコ

（東京）

協力団体（実証先）
中野区
（東京）

代表団体
国立大学法人大阪大学
産科学婦人科教室

参加団体
PGV株式会社

協力団体（実証先）
株式会社アートネイチャー

（東京）

協力団体（実証先）
アサヒ食品グループ株式会社

（東京）

協力団体（実証先）
ANAシステムズ株式会社

（東京）

協力団体（実証先）
広島テレビ放送株式会社

（広島）

協力団体（実証先）
株式会社西日本新聞社

（福岡）

協力団体（実証先）
明治安田姓名相互保険会社

（東京）

協力団体（実証先）
株式会社ブレインスリープ

（東京）

協力団体（実証先）
アンファー株式会社

（東京）

協力団体（Mintフェムナレッジ提

供）

あすか製薬株式会社
（東京）

機器提供・解析判定・カウンセリング
学習コンテンツ提供

実証参加者の募集
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現状の進捗と成果（1/2）

①倫理委員会(準備) ①リクルーティング ②睡眠解析(準備)

本事業を個別研究とし
て新規に倫理審査を受
けるために書類等の準
備を行った

当初、参加表明団体の辞退が発生
したが既存のコネクションにより
解消
・説明会参加希望者：(178名)
・説明会参加者：

(計画100名に対し、実際120名の参加
者)
・実証参加希望者：

(計画60名に対し、実際76名の希望者)
・実証参加者：（定員60名で運用中）

のKPIは達成

・計測デバイスや利用マ
ニュアルを準備し運用開
始

実証では、①倫理審査・リクルーティング、②睡眠解析、③医師による面談、④効果測定・解析を
行う予定であり、そのうち下記については実施済み。
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現状の進捗と成果（2/2）

参加者募集チラシの作成 サービスレポートの開発・作成
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今後の成果の見通しと展望

本実証では、①倫理審査・リクルーティング、②睡眠解析、③医師による面談、④効果測定・解析
の4段階を想定している。現時点で①および②に係る運用準備を完了しており、今後は③医師面談
および④効果測定・解析の実施に移行する。

今後の展望としては、事前・事後アンケートから得られる労働意欲・主観的症状情報と、睡眠脳波データに
基づく客観的指標を組み合わせることで、以下の成果が見込まれる。

１．更年期症状や睡眠状態に関する多面的な評価データの取得および働く女性への効果検証
自覚症状（SMI等）・睡眠脳波を統合することで、参加者の状態像をより精緻に評価できる基盤が整う。こ
れにより、働く女性における更年期症状の実態把握や、睡眠指標との関連性の検証が可能となる。

２．医師カウンセリングの効果と生活習慣改善支援の有効性の検証
『医師』面談で得られる助言内容と、その後の生活習慣の変化（生活指導群）を紐づけて分析することで、
短期間の取り組みにおいても改善の兆候（睡眠の質、症状の軽減、意欲の向上等）が確認できるかを検証す
る。

３．今後の事業化・社会実装に向けたオペレーションモデルの構築
医師カウンセリングマニュアルの作成や、主観指標（更年期症状・意欲等）と客観指標（睡眠脳波）の組み
合わせによる評価手法の確立を通じて、健診事業者・レディースクリニック等が、現場で実装可能な実務オ
ペレーションモデルを構築する。
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課題と対応策

➢ 課題：スケジュールの圧縮によるカウンセリング日程の調整

➢ 対応策：
企業単位で日程調整を行う運用へ切り替え、以下の対応を実施：
・企業内での会議室確保の協力依頼と協力事業者の健診施設の借用、イベン
トスペースレンタル、WEB等複数の場所候補を確保
・複数日・広めの候補日程をご提示いただく形で柔軟な候補日設定を依頼
・企業側担当者との事前調整を強化し、日程確保までのタイムロスを最小化

➢ 課題：参加者に負担の少ないオペレーションの構築

➢ 対応策：
手順説明動画の活用やマニュアルの更新（内容の明確化・図解追加等）を進
め、参加者が迷わず実施できるよう運用改善を継続中。

関係者と密に連携し課題を把握。適宜以下のような対策を実施
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8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

事業進捗 遅延有無 28-1 4-8 11-15 18-22 25-29 1-5 8-12 15-19 22-26 29-3 6-10 13-17 20-24 27-31 3-7 10-14 17-21 24-28 1-5 8-12 15-19 22-26 29-2 5-9 12-16 19-23 26-30 2-6 9-13 16-20 23-27

①倫理審査 大阪大学 実施中 やや遅延

②事前告知 PGV 実施中 予定通り

③事業説明 大阪大学、PGV 未実施 遅延予定

④参加者確定と事前アンケート 大阪大学、PGV 未実施 遅延予定

①睡眠時脳波測定　グループ① PGV 未実施 遅延予定

②睡眠時脳波測定　グループ② PGV 未実施 遅延予定

③更年期症状判定　事前のSMI判定と群分け 大阪大学、PGV 未実施 遅延予定

①結果説明・医師による面談 大阪大学 未実施 遅延予定

①改善行動の実施 大阪大学 未実施 遅延予定

②睡眠時脳波測定とアンケート（事後） 大阪大学、PGV 未実施 遅延予定

③アンケート（事後） PGV 未実施 遅延予定

①最終解析と報告書作成 ｘｘｘｘ 未実施 ―

実施項目5　解析

実施項目4　効果判定

実施事項 担当団体
ステータス

実施項目１　リクルーティング

実施項目２　睡眠解析

実施項目3　医師による面談

実施項目とスケジュール

倫理審査の遅延によりスケジュールの遅延が発生したが運用の変更によりリカバリー可能
当初計画

スケジュール遅延後のリカバリー計画
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